
異なる戦略の下でのインセンティブ及び予算管理システム 

― 2001 年の調査結果を中心として ― 

 

朴景淑（大阪大学経済学研究科 博士後期課程） 

浅田孝幸（大阪大学経済学研究科 教授） 

塘誠（摂南大学 経営情報学部 助教授） 

 

 

 

1． はじめに 

本報告では、2001 年 10 月､11 月に、日本企業と韓国企業に共に実施した、予算

管理システムと財務管理システムに関するアンケート調査結果を報告する．な

かでも、日本企業の調査結果を中心に、事業戦略タイプによる予算管理システ

ム及びインセンティブシステムの関係を分析してみた結果を報告する． 

 

2． 調査概要 

(1) 調査方法  

本研究では、日本企業、韓国企業に対して 2001 年 10 月から 11 月にかけて、

郵送で質問調査を実施した．調査票は、日本企業、韓国企業とも同一内容で、

それぞれ日本語、韓国語のものを用いた． 

調査対象とした日本企業は、2001 年 4 月時点で東証１部市場に上場している

製造業（建設業を除く）で、連結売上高 400 億円以上企業 599 社のうち住所の

確定している、512 社である．韓国企業は、韓国証券取引所に上場している製造

業のうち、建設業と整理手続中である企業 136 社を除いた 254 社である． 

 調査票は、経理・財務部門の責任者あてに個人名で送付した．担当部署の選

定にあたっては、ダイヤモンド社の『会社職員録 2001 年版』等を、韓国企業の

場合は『韓国信用評価株式会社の上場企業情報』を用いた． 

 

また､2002 年 2 月と 3 月にかけて､日本企業 3 社(東京)と韓国企業 3 社(ソウル)

のインタビューをそれぞれ実施した． 

 

(2) 調質問調査票の回収状況 

日本企業は、調査票を 512 社に送付したうち、110 社から有効回答を得て、韓



国企業は、調査票を 254 社に送付したうち 19 社から有効回答を得た．有効回答

率は、それぞれ 21.5%と 7.5%であった． 

 

 

3． 調査企業における事業戦略についての調査結果 

調査企業の戦略については、 高付加価値・高品質製品戦略 シェア・コス

ト 系列化・提携 吸収・合併、それぞれについて『全く違う』『やや違う』

『ややその通り』『全くその通り』のうち、その実施程度を答えるようにした． 
その結果、回答企業の採用している事業戦略は、高付加価値・高品質戦略お

よびシェア・コスト戦略を採用する企業が両者とも全体の 70%を占める．系列
化・提携、吸収・合併に関しては両者とも「やや違う」と回答した企業の割合

が多い。 
つぎに、高付加価値・高品質戦略およびシェア・コスト戦略のいずれを採用

しているか、また、両者を同時に採用しているかをみるために両者のクロス分

析を行った結果、高付加価値・高品質戦略およびシェア・コスト戦略の両者と

もに「ややその通り」と回答した企業が 110 社中 31 社(28%)である。「ややその

通り」、「全くその通り」まで含めると、54 社(49%)の企業が両者の戦略を同時に

追求している。これに対して、高付加価値・高品質戦略およびシェア・コスト

戦略のいずれかを採用している企業をみると、高付加価値・高品質戦略を重視

する企業は 23 社(21%)、シェア・コスト戦略を重視する企業も 23 社(21%)であ

った。 

  

 上記の戦略についての調査結果に基いて、戦略とインセンティブシステムの

関係を分析、また、インセンティブシステムとの関係からみた予算管理システ

ムの役割をも検討してみようとする． 
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